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１．私たちの身のまわり
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やってみよう『家にある電化製品』

自分の家でつかっている「電化製品」を知っているだけあげてみましょう。
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やってみよう『ぜひとも必要なもの』

上に書いたもののうり、あなたの家族が生活していくうえで、ぜひとも必要と思われるも電化製品を３つ書き出してみましょう。

○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　

[image: image3.jpg]


やってみよう『1番必要なもの』

その３つの中でも、一番必要な電化製品はどれですか。それの絵を書き、またそのわけを書きましょう。
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　（絵）　　　　　　　　　　　　　　　　（わけ）

私たちは、このように、さまざまな電化製品の中で生活しています。
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考えてみよう

お母さんがお家での一日の仕事のようすを朝から順をおって想像し、そのとき、お母さんが手にとるものをあげてみましょう。

(                )
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考えてみよう

もし、私たちの生活に電気がなかったら、何ができなくなるでしょうか。

(                )
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やってみよう『電気のなかった時代の話をきいてこよう』

地いきのお年寄りや、うちの人たちから、電気のなかったころの生活のようすを聞いて発表しましょう。
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２．島に希望の明かり

私たちの生活から、「電気」を失うことは、大変なことです。しかし、つい最近まで、竹富町にその「電気」を自由に使えない島があったのです。

地図で「新城島」の位置と大きさをかくにんしてみましょう。

新城島は、西表島の大原と目と鼻の先にあり、上地（かみじ）島と下地島の小さな島からなりたっています。
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考えてみよう

新城は、かつて600人前後いた人口が、現在（2001年）上地島に４名、下地島には牧場関係者と観光業者が数人住んでいるだけです。

どうして、新城の人たちは、島を離れていったのでしょう。

次の、「新城島出身のおじさんの話」を読んで、そのわけを書いてみましょう。

「新城島出身のおじさんの話」


「水道」もない、「電気」もない新城島に、いつのころからか、夜になると大きなエンジン音が聞こえるようになりました。

むかしは、男の人は、西表島までわたり、田んぼを作っていたが、それはもう大変なことでした。田小屋をつくり、西表島で2、3日とまったりしながら、米をつくったものです。

島では、サツマイモ、アワなどをつくり、なんとか生活していましたが、雨のふらない日がつづいたりすると、たべものもなくなり、ソテツなども食べたものです。しかし、なにより生活していくうえで問題だったのは「水」と「電気」です。水タンクに雨水をためて生活していましたが、西表島まで、よく水をくみにいったりもしました。

夜のあかりといえば、ランプしかありませんでした。ランプのあかりだけでは、仕事もやりにくかったし、家中すすだらけでした。今となれば、なつかしくも思うけどね。
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考えてみよう

その音は、次の写真のたてものから、聞こえてきます。なんの音でしょう。

電気のない生活は、それは不便なものです。左の写真は自家用発電所です。夜など一定の時間（1日、15時間）だけ、電気をおこすのです。

そんな新城島に、1975年、西表島から、水道が引かれ、そして1988年5月22日、西表島からの海底送電設備の完成により、「電気」がひかれました。

下の写真は、そのときの、島の喜びを伝える新聞です。

[image: image9.wmf]
３．電気のたび

電気をおこすことを「発電」といいます。発電の方法には、「水力発電（水の力で電気をおこすこと）」、「火力発電（石炭や重油でじょうきをおこし発電すること）」などがあります。八重山では、「火力発電」で電気をつくっています。

[image: image10.wmf]
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やってみよう『発電の方法』

そのほかにどんな発電の方法があるだろうか。図書館などで調べてみよう。

(                )
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やってみよう


左の図は、発電所でつくられた「電気」が、みなさんの家庭に送られるまでの、おおまかな順序を示したものです。

竹富町は、いろいろな島からなりたっています。島と島とを結ぶ電気はどのようにして送られてくるのでしょうか。次の①～④の中から選んでみましょう。


波照間島には、島に発電所がありますが、その他の島じまは、石垣島でつくられた電気が、海底ケーブルを通って、まず竹富島の変電所に送られます。そして、竹富島から黒島と小浜島へ。小浜島に送られた伝記は、また海底ケーブルを通って西表島へ。さらに、西表島の東部から新城島へ、西表島の西部から鳩間島へと送られます。

次の写真が海底ケーブルです。

[image: image13.wmf]
このように、海をこえ山をこえ、長いたびをして「電気」は、みなさんの家庭まで送られてくるのです。
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やってみよう『電気のたび』

それでは次の地図に、島じまをとおって「電気」が送られてくるようすを、線でむすんであらわしてみよう。
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考えてみよう

新城島に住んでいる太郎君のおじいさん、おばあさん2人ぐらしの家と、沖縄本島にすんでいる花子さんのおじいさん、おばあさんの2人ぐらしの家で１か月電気を同じ量だけ使ったら、電気代は同じでしょうか。それとも、違うでしょうか。

（　　　　　　　　　）

※　実は、同じなのです。
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考えてみよう

新城島には、電気が通ったとき5人しか人が住んでいませんでした。

なぜ、こんなにお金をかけて電気を通したのでしょうか。みんなで話し合ってみましょう。

４．多くの人たちのおかげで

台風の多い、わたしたちの竹富町。大きな台風の後などは、よく停電がおきます。電気が送られてくる電線がきれてしまい、電力会社からの電気がストップしてしまうのです。

そういうときには、昼であろうと夜であろうと、作業員がきて、電気工事をしているのをみたことがあるでしょう。

それなどは、ひとつの例ですが、このように私たちが、いつでも家庭で安全に電気を利用することができるのは、いろいろな人たちのおかげです。じつに、多くの人たちが、かかわっているのです。
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考えてみよう

どんな人たちがいるのだろうか。みんなで話し合ってみましょう。
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